
教育活動の継続的発展に向けた地域内包括連携

下北半島は多様なエネルギー施設が集積する日本有数のエネルギー産業の
拠点であり、両校が積み上げてきた教育実践と原子力機構青森研究開発セン
ターが有する教育的資産との地域内連携を推進することで、地域の産業特性を
活かした教育活動の継続的発展が期待されることから、三者による連携につい
て覚書を締結し、以下の連携協力事項を推進することとなりました。

「連携協力、はじめました。」

むつ工業高校・十和田工業高校 × JAEA

むつ工業高校・十和田工業高校参加によるむつ科学館開館30周年記念イベント

 課題研究 むつ科学技術館展示品の製作  成果物の展示

科学教育の普及と技術伝承

社会に開かれた教育課程の実現地域の産業特性を活かした教育活動

 講演会・イベント等への相互協力

青森県立
むつ工業高等学校

青森県立
十和田工業高等学校

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構

青森研究開発センター

県内の教育機関・研究機関の連携に繋がる一歩へ

 インターンシップ等による人材交流・
キャリア支援

令和８年３月１６日覚書締結

六ヶ所・核燃料サイクルセミナー

イライラ棒を体験

ナゼポン作り エアーホッケー

光るペンはどーれだ？
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